
令和4年度信州健康ゼロエネ住宅普及促進協議会

事業計画（案）
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信州健康ゼロエネ住宅普及促進協議会
住まい手向け普及促進部会事業計画

【★建築士会、建設業協会、工務店協会、長野市、上田市、ゼロカーボン推進室、建築住宅課】

（１）イベントよる広報
①信州環境フェア
・開催日：9月30日（金）、10月1日（土）
・主催者：信州環境フェア実行委員会（事務局：信毎）
・会 場：長野市芸術館
・内 容：パネル展示、チラシ配布（、動画放映）
②ＳＤＧｓフォーラム
・開催日：10月16日（日）
・主催者：長野市（企画課）
・会 場：長野市芸術館アクトスペース
・内 容：パネル展示、チラシ配布、動画放映

③南信州環境メッセ
・開催日：11月5日（土）、6日（日）
・主催者：南信州環境メッセ実行委員会（南信州地域振興局環境課）

・会 場：飯田市エス・バード
・内 容：ブース設置、パネル展示、チラシ配布、動画放映

④薪ストーブ利用促進シンポジウム
・開催日：11月27日（日）
・主催者：長野市（環境保全温暖化対策課、新産業創造推進局）
・会 場：ＴＯＩＧＯ広場＋生涯学習センター会議室
・内 容：パネル展示、チラシ配布、動画放映

⑤建築士フォーラム２０２２
・開催日： 11月5日（土）
・主催者：建築士会
・会 場：上田市高砂殿
・内 容：パネル展示、チラシ配布、動画放映

⑥住宅・建築物省エネ改修支援セミナー
・開催日：10月～11月（詳細未定）
・主催者：建築士会
・会 場：県内4ブロックごと実施（場所未定）
・内 容：パネル展示、チラシ配布

令和４年度
＜方 針＞ 11月を普及促進月間に設定し、集中的に普及啓発事業を実施

（２）様々な媒体を活用した周知事業
①各団体のホームページによる周知
・各団体のホームページにゼロエネ住宅の紹介ページ掲載
・県ホームページのリンク掲載

②広報誌・回覧等による周知
・各団体広報誌や市町村回覧等へチラシ等の綴込等
・住宅情報誌への掲載依頼

③県制作の普及促進動画による周知
・県ＨＰやＹｏｕｔｕｂｅでの公開
・イベント等での放映

（３）体感・体験できる場の創設事業
①普及促進月間内に県内一斉現場見学会の実施
（つくり手向け部会・住まい手向け部会連携して実施）

（４）普及啓発グッズの作成
①チラシやポスター等を作成

令和５年度以降事業

＜方 針＞ 前年度事業を基本としつつ、下記事業を検討

(1)ゼロエネ住宅専用ホームページ

(2)ＳＮＳ、Ｙｏｕｔｕｂｅ等の活用

(3)モデルハウス、お試し居住体験、メタバースモデルルーム

（4）普及啓発グッズ

10月に実施

10月に団体、市町村等へ照会

10月中旬から実施

１１月に実施

10月に実施

9月末から実施
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信州健康ゼロエネ住宅普及促進協議会
住まい手向け普及促進部会事業計画

【★建築士会、建設業協会、工務店協会、長野市、上田市、ゼロカーボン推進室、建築住宅課】

（１）イベントよる広報
②ＳＤＧｓフォーラム ③南信州環境メッセ

２



信州健康ゼロエネ住宅普及促進協議会
つくり手向け普及促進部会事業計画

【★建築士事務所協会、信州木造住宅協会、優良住宅協会、建設労働組合連合会、木材協同組合連合会、松本市、県産材利用推進室、建築住宅課】

（１）高性能住宅に関する技術普及及び技術力向上に資する事業
木造住宅の高性能化に関する工法、建材、設備機器などの情報共有
①住宅・建築物省エネ改修支援セミナー
・開催日：10月～11月（詳細未定）
・主催者：建築士会
・会 場：県内4ブロックごと実施（場所未定）
・内 容：現場見学会、パネル展示、チラシ配布

②普及促進月間内に県内一斉現場見学会の実施
（つくり手向け部会・住まい手向け部会連携して実施）

③建材、住宅機器メーカー等の展示会等への参加
・メーカーの展示会等でのゼロエネ住宅の周知
・最新機器や最新技術などの情報共有（講習会等）

（2）県産材利用拡大に向けた取組
①県産材利用促進セミナ―・県産材製品展示会
・開催日：11月下旬
・主催者：木材協同組合連合会、信州木材認証センター・長野県
・会 場：松本市（予定）
・内 容：パネル展示、チラシ配布、動画放映

②信州産木材を知る！バスツアー＋商談会
・開催日：南信9月29日（木）、中信10月20日（木）、東信12月22日（木）
・主催者：長野県
・会 場：各地の製材工場等へのバスツアー
・内 容：チラシ配布

③県産材の供給状況等を共有する方法の検討
・つくり手と認証センターを直接つなぐための方法の検討
（信州木楽ネットとの連携等）
・つくり手が求める県産材に関する需要の把握
（アンケートやヒアリング等の実施）

令和４年度
＜方 針＞ 11月を普及促進月間に設定し、集中的に普及啓発事業を実施

令和５年度以降事業

＜方 針＞ 前年度事業を基本としつつ、下記事業を検討

(1)ゼロエネ住宅専用ホームページ

(2)ＳＮＳ、Ｙｏｕｔｕｂｅ等の活用

(3)設計・施工ガイドブックの作成

（指針研究部会と連携）

（4）設計・施工ガイドブックを活用した講習会等の実施

（指針研究部会と連携）

（3）営業力向上に資する事業
①ゼロエネ住宅の事例集の作成
・Web上での事例集作成・公開に向けた検討（掲載事項の整理等）

・ゼロエネ住宅の事例収集
・サンプルの作成、県HPへ公開

②信州健康ゼロエネ住宅に関する勉強会の開催
（指針・助成金等）
・団体等の要望を踏まえ、助成金等の勉強会の実施
・営業的なメリットを主軸にした講演会等の計画・実施

10月から実施

１１月に実施

年度内に実施

10月から実施

アンケートは10月に実施
ヒアリングは事務局で引き続き実施

９月から実施

１0月団体へ事例照会

年度内に実施

３



信州健康ゼロエネ住宅普及促進協議会
つくり手向け普及促進部会事業計画

【★建築士事務所協会、信州木造住宅協会、優良住宅協会、建設労働組合連合会、木材協同組合連合会、松本市、県産材利用推進室、建築住宅課】

（2）県産材利用拡大に向けた取組
①県産材利用促進セミナ―・県産材製品展示会 ②信州産木材を知る！バスツアー＋商談会

参考
R3年度チラシ

４



信州健康ゼロエネ住宅普及促進協議会
指針住宅研究部会事業計画

【★ＪＩＡ、ＳＡＨ会､新住協、信州木材認証センター、飯田市、県産材利用推進室、建築住宅課】

１ 指針住宅の仕様作成・信州らしい住宅の追求

実例をもとに、地域区分（２～５）毎、基準（最低、推奨、先導）毎にシミュレーションにより仕様を作成
・外皮の断熱仕様（屋根・天井、外壁・基礎、開口部）
・一次エネルギー消費量の削減量に応じた各設備仕様（空調、給湯、換気、照明）
・気密仕様
・地域区分マップ

〈令和４年度：新築の仕様の作成、令和５年度以降：改修の仕様の作成等〉

信州らしい住宅の追求
・木質バイオマス、太陽熱・地中熱等の再生可能エネルギーの評価方法についての研究
・パッシブ、ダイレクトゲイン（日射遮蔽・取得、自然風利用、昼光利用、蓄熱）を意識した設計手法の検討
・景観に配慮した設計手法の検討
〈令和４年度～〉

２ 地域材利用による環境・地域経済貢献度の見える化
・CO2固定量、森林整備貢献面積、地域経済波及効果などの見える化の検討
・外材、国産材、地域材など木材の輸送等エネルギー消費量についての研究
・伐採・製造～建設～居住～解体・再利用等までのライフサイクル全体を通じてのCO2排出量の研究
〈令和４年度～〉

３ 専門委員会等との意見交換
・指針に関する事項など意見交換
〈令和４年度～〉

外皮性能（外皮平均熱貫流率）UA（W/㎡・K）
一次エネルギー
削減量

（対省エネ基準）地域区分
２地域

軽井沢町、南佐久郡
４村、旧開田村など

３地域
白馬村、小谷村、山
ノ内町、信濃町など

４地域
長野市、松本市、
中野市、飯山市など

５地域
飯田市、喬木村

最低基準 0.40 0.50 20％以上

推奨基準 0.28 0.34 25％以上

先導基準 0.20 0.23 30％以上

仕様等による施工費・
ランニングコストの見える化

学識経験者や有識者
の関与が必要

５


